ME R (JRE) ElEE 1)

T (JRB) ETEEE

2018-3

RS

W CopBS - AFFERE -

BREASECOIEEES 5y

e - 2018 £ 9 A~ 2019 #£7 A
PR CORTIE TS « ISEE

AR (g - D1

Azt AR - 30 #£11 g 12 g

1. HZERNTOWT
1-1. AR LI OMNE T ORI T H V) £
C)ﬁm ()wwz
NI EEZ 72513, B OBFHIRIC OV T ZRAL &N,

<E4 > < HARS >
1-2. BT 0 7T DERONC EO X DI F Lizhy,
OFEBEERG ¥ —0HE OpEEs - eRosE OA&N
OLIENCSIN LT3k CIFTED - AR OB~ M RFED R —Lre—
WEF7 =T OFoft (BAERI2)

1-8. ZOAMEEF T 1 7T MBI LT EH 2 TP EVy, Jb X< Y TTE 284 [4-o) B,
1~4 FOMEMNZTTIEEY, (1 FHiRy Ee)

T s B BT 5%) 4 MR B

3 Aok FATRTE B

2 yBEoxv VT O GHRRTEST) 7075 AOBHIA L
FWeD w7 T30 REBUERNRH D 70 7T AOHFEN R
B AR AR HNZEN
{IEL AR Zoft (BRI

1-4. VISA (ZDoW\WT
VISADFESA :
i
WEHES

VISA Bz - 7=/« 6,900
VISA HIGEDTZDIZED K 5 BRI ZROONE LIy EDX D ITHE L £ L7z
web




1-5  HFEANHE L ST - BH - #H

1-6. FOMITKHES >7- Tk, itk Bless

2. BFEBEEHROFREITONT
2-1. BPERHZOWNT
FilFifZesstt: - Jet Star
FIFBRA T WiZekn FiiE Li-2tb)
BRI 0 Zeve
JepmEng . 14 I
ZEHN S OBBITE: | CCEFROHZ WMEAOHTZ WANSSEEE 2, gl Ox 27—
OZ0fh (BRI
BT - B . 30 4y, 150NTD
2N DB OBEDTER A -

e

E

2-2. WA =T —3 3 AZONT
FVzoF—arOfFE . Y DOEL
SHNZHOWT - mE HEESI
2R - Wi O (% )
HRIZOWTRRA L TLZ &0,

2-4. FOM, ERIL TOHHMERFRXITONT
B Gl EHGE T2y, MEAS, HREhE, B, BUHIRS HEEETEA L TLZE,

1000

ZOMBUC LT 3?2 (2, PO Ahud, Hik BeSaeit AL TEsw,

3. FEEAM DD a—RIZONT
31 FEFION EDIZDI, KFEOA—RIBMUE Lich, BIMULTES, K GEFR) 4, a—R4,
BH, HIREZTIA LT EENY,

General Chinese Course




BAFH R

BRI COFTRTH - WF9eR -

I COERES 4y

w2018 29 A~ 2019 #£7 A
FRFE RS CORTIREEES « WHFER -

T (R DL

Az Al : 30 w11 g 12 g

HiFERT
ED L ITIEREIDE LI2hy, BEIZRDARLHR—LS—UNDHIUE, AL T EENY,

FERIZONT
NFEOEA T MRFEE O75—F OFZAN773IV— OF0f (B4R40)

B (&, T/%— ) D4R :
CHROEE AR O ASR D2oftt (B4R812)

L= AA b OfEE OFE (HEE ) Oxofft (B4R

C EDOXDITRLE L)y - mRFORE ORTRLE OXoftt (BARI0)

« REFE TOWRFRFH - FE 5%7,
AEEOMEY DEREEHIE D T, ¢

cHBHORHFIE D LTWOEID, ¢

50~100

- RIFEANG, ETERE T IS0 ELIEhy P T 7MEH Y FHATLEDY, ¢

REEDFEEIZHONT
1. JBEREIZOWT
- BIERGROR - MR DR
- JBIEEGKD T - m0n-line OlInternational Office Dt Z i, (B4REGID)

OBBRHTRIAE L LRSS - A END Z LTS E Ly c WEL OFY
B - BUED DT, BRICEZ TS EEL,

c FHEEY OFEENBIETEE L)Y iRy Oz
c FELE Y OREENBIETE DT85, FOHBAH L TIEEV,




ME R (JRE) ElEE 1)

2. BEETIE, BELTWAREI OO TIEAL T AV,

No. | =—=2% | &k iR Bk | BIE L | TE, HE, 7R MEICOLTT B R
(B35 - AIFY Sl | TOH | TV | G0 THLTEESN,

ik | A

1 General 6 3 20

Chinese

5 3 3 15

3 3 3 15

4

5

6

7

8

9

10

3. BE WVF2TL%) IOWT I TADYA R, FHETHE, BHFAEDRY A%
/ PDF

—BEDAR T Pa—/v (R, ONEEE, BHOAEEZTAL TS NY)

H X K K e + H

800 |Chinese Chinese Chinese
9:00 Course Course Course
. 8:10~10:00 8:10~10:00 8:10~10:00
10:00 10:20~13:20
11:00 10:20~

12:00 13:20

13:00
. 13:20~
14:00 16:20 14:20~
15:00 14:20~ [17:20

16:00 17:20

17:00
18:00
19:00
20:00
21:00
22:00



koryu2
タイプライターテキスト
（現地語・和訳）

koryu2
タイプライターテキスト


koryu2
タイプライターテキスト



ME R (JRE) ElEE 1)

BAEECTORME HHEIGEAL T EEL, (800 F~)

24

N2




	fill_1: 2018-3
	undefined: 
	email: 
	fill_18: 
	fill_17: 
	toggle_1: 
	toggle_4: 
	toggle_7: On
	toggle_2: 
	toggle_5: 
	toggle_8: 
	toggle_3: 
	toggle_6: 
	undefined_3: 
	fill_20: 1
	fill_21: 4
	fill_22: 3
	fill_23: 
	fill_24: 2
	fill_25: 
	fill_26: 
	fill_27: 
	fill_28: 
	fill_29: 
	fill_30: 
	fill_31: 
	undefined_4: 
	fill_33: 外僑居留證
	fill_34: 台北駐大阪經濟文化弁事處
	fill_35: 一週間
	undefined_5: 6,900円
	fill_37: パスポート、申請書（web入力）、証明写真、入学許可証とそのコピー、健康診断書、神戸大学の在籍証明書、手数料
	Group1: Â�IÂ�Ã°Â�Ã Â�e2
	15: なし
	16: 健康診断書の必要項目は大学所定のものと異なるので別途受診する必要あり。
	fill_1_2: Jet Star
	undefined_6: なし
	fill_3: 桃園国際空港
	fill_4: 14
	toggle_5_2: 
	toggle_1_2: 
	toggle_2_2: On
	toggle_3_2: On
	toggle_4_2: 
	fill_5_2: 
	fill_6_2: 30
	fill_7_2: 150NTD
	fill_10_2: 特になし。最近開通した桃園捷運は大変便利で綺麗。ストレスなく台北市内まで移動できる。悠遊卡（電子切符）があればなお便利だが、実は学生証に付属されてくるので、急いで買うと無駄になる。
	toggle_6_2: On
	toggle_7_2: 
	toggle_8_2: On
	toggle_9: 
	toggle_10: On
	toggle_11: 
	fill_11_2: 大学生活の注意点、寮のルール、中国語クラスのガイダンスなど。学生主催のもので、楽しめる工夫がしてある。交換留学生のみを対象としている。
	fill_12_2: 半年以上滞在する場合＝居留ビザで入国した場合は、二週間以内に移民署に行って居留証手続きをする必要あり。怠ると強制送還となるという。1000元。手続き後一週間でカードが入手できる。このカードで銀行口座の開設や携帯電話の契約、自由な出入国が可能になる。
	fill_13: 
	fill_14_2: 台湾大学のGeneral Chinese Courseクラス。通常の履修と変わらず。九月からの一学期間、毎週月、水、金曜日の朝二時間受講している。
	Text1: 
	fill_18_2: 現地での生活や手続きなどについては、現地に住む日本人のブログを多く参照。しかしブログ間で、あるいは同ブログ内の記事間でも玉石混交、正しい情報を得るためには、いちいち自分で渉猟するしかない。

	toggle_1_3: On
	toggle_2_3: 
	toggle_3_3: 
	undefined_8: 
	fill_13_2: 
	toggle_5_3: On
	toggle_6_3: 
	undefined_9: 
	fill_14_3: 
	toggle_8_3: 
	toggle_9_2: 
	undefined_10: 
	fill_15_2: 
	toggle_11_2: On
	toggle_12: 
	undefined_11: 
	fill_16_2: 
	fill_19: 大変良い。飲食店も充実しており、寮と大学を囲む地帯が一つの生活圏になっている。地下鉄の駅も近く、不便はない。
	fill_20_2: 台湾人一般の生活スタイル同様、基本的に外食。学食でも、学校外の飲食店でも、50~100元程度で十分に食事できる。朝から空いている店も多い。一方でコンビニエンスストアや弁当文化も発達しており、忙しいときはこれらでも十分。
	fill_21_2: トラブルはなかった。
	toggle_14: On
	toggle_15: 
	Online: On
	toggle_17: 
	undefined_12: 
	fill_17_2: 
	toggle_19: On
	toggle_20: 
	fill_22_2: 
	toggle_21: On
	toggle_22: 
	fill_23_2: 
	fill_5: 国立台湾大学
	fill_6: 藝術史研究所
	fill_7: 博士班交換生
	fill_9: 2018
	fill_10: 9
	fill_11: 2019
	fill_8: 7
	fill_12: 人文学研究所
	undefined_2: D1
	fill_14: 30
	fill_15: 11
	fill_16: 12
	Text2: 水源學舍
	Text3: 
	Text4: 徒歩5
	Text5: 
	fill_1_4: General Chinese Course
	fill_2_2: 王冠婷
	fill_3_3: 6
	fill_4_3: 3
	fill_5_4: 20
	fill_6_4: クラスは事前のテストで割りふられるが、変更も可能。宿題やテストは各クラスで異なる。

	fill_7_4: 佛教藝術研究方法
	fill_8_3: 李玉珉
	fill_9_2: 3
	fill_10_4: 3
	fill_11_4: 15
	fill_12_4: 討論＋発表。
	fill_13_3: 明代視覺文化專題研究
	fill_14_4: 林麗江
	fill_15_3: 3
	fill_16_3: 3
	fill_17_3: 15
	fill_18_3: 討論＋発表。師範大学の授業。
	fill_19_2: 
	fill_20_3: 
	fill_21_3: 
	fill_22_3: 
	fill_23_3: 
	fill_24_2: 
	fill_25_2: 
	fill_26_2: 
	fill_27_2: 
	fill_28_2: 
	fill_29_2: 
	fill_30_2: 
	fill_31_2: 
	fill_32: 
	fill_33_2: 
	fill_34_2: 
	fill_35_2: 
	fill_36: 
	fill_37_2: 
	fill_38: 
	fill_39: 
	fill_40: 
	fill_41: 
	fill_42: 
	fill_43: 
	fill_44: 
	fill_45: 
	fill_46: 
	fill_47: 
	fill_48: 
	fill_49: 
	fill_50: 
	fill_51: 
	fill_52: 
	fill_53: 
	fill_54: 
	fill_55: 
	fill_56: 
	fill_57: 
	fill_58: 
	fill_59: 
	fill_60: 
	fill_68: 院生の授業は基本討論形式で進む。事前に課題の図書/論文が配られ（主にPDF）、それを読まないと授業に参加できない。中国語がメインだが、英語や日本語もあり。膨大な時間を要するので、序盤は付いていけなかった。とにかくこちらの学生はよく勉強する印象。課題を見てもわかる通り、3ヶ国語の読解ができることが履修条件となる場合が多い。
また、大学間協定で師範大学や科技大学の授業も履修できる。要チェック。
	fill_61:  Chinese Course 8:10~10:00



授業（聴講）13:20~16:20

	fill_62: 

授業 10:20~13:20



授業（師範大、聴講）14:20~17:20
	fill_63: Chinese Course 8:10~10:00
授業（聴講）10:20~13:20
授業 （師範大）14:20~17:20

	fill_64: 


授業は無し。大抵は故宮博物院で研究活動。
	fill_65: Chinese Course 8:10~10:00

ジムでトレーニング
	fill_66: 


授業の予習、研究活動。適宜友人と遊びに行く。
	fill_67: 


授業の予習、研究活動。適宜友人と遊びに行く。
	fill_1_5: 　台湾での生活には満足している。大学周辺は環境がいい。飲食店は多種多様で、台湾料理だけでなく日本料理、エスニック、カフェ、ファストフードなどなんでも揃っている。寮は清潔で、一人部屋の中にユニットバスが付属、談話室やジムなどもあって息抜きも可能。台湾大学は広いだけでなく、大きな図書館、24時間利用のできる自習室、カフェ、コンビニ、ジム、プールなどの施設も充実している。日本とは、いい意味で環境が全く違う。
　授業への取り組みも日本と全く違う印象。一回一回の授業には膨大な予習が必要で、毎回明確な目標があり、学生もそれを汲み取ろうと手を抜かず予習する。授業の時間は濃密である。その分、一週間の使い方が難しい。ゆっくりと進めていると、全く自分の研究が進まないまま一週間が経過するということもある。ところで研究所では現在、中国語ネイティブ出ないのは私だけだ。全く抜かりないコミュニケーションが取れているわけではないが、学生も教師も優しく受け入れてくれる。中国語で意思疎通が取れないときは英語や日本語を使うこともある。台湾大学の学生は、ほとんどがネイティブレベルで英語が喋れるので、英語を使えば間違いない。また、修了要件に日本語N2の取得が入っているらしく、日本語を理解する学生も多い。
　寮生の多くも日本人であり、その気になれば日本語と英語だけで生活できてしまう。中国語を身につけるためには、積極的に使う努力が必要である。語学交換を望む台湾人は多いので、良好な関係を築いてたくさん喋る機会を持つのがいい。
　とはいえ日本人が多いというのは悪いことばかりでなく、愚痴を言い合ったり、情報を交換したりする相手として大切に感じる。寮の雰囲気として、学生間の距離が近い。日本人だけでなく、様々な国から来た学生と交流できる。休日などは寮友と旅行や観光、映画、レジャーに出かけ、台湾を満喫している。
　また観光や研究などで日本から多くの友人が来てくれる。この二ヶ月あまりで、日本の五大学からの客人を案内した。このように台湾は、日本と適度な距離を取りつつ留学するには最適の環境である。ただし油断すると留学の意味が薄れてしまうので、意識的に中国語を使うべき。


